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2 展覧事業

鳥居龍蔵記念博物館の展示は、常設展と企画展、そ

の他の展示からなる。

常設展は、鳥居龍蔵の生涯と研究業績を分かりやす

く学ぶことができるよう３つの展示室で構成してい

る。

東アジア各地における龍蔵の調査ルートをLEDラ

ンプで示す床地図、遼王朝の陵墓の復元模型とともに、

収集した資料や写真を通して龍蔵の足跡が学べる展示

内容としている。土器パズルや民族衣装などの体験学

習キット、映像資料が検索・閲覧できるパソコンも設

置している。

常設展以外に、期間を限定して、特定のテーマに即

して開催する企画展等がある。23年度は、開館１周年

を記念した企画展及び特別陳列を各１回開催したほ

か、文化の森の共同事業の一環としての小展示も行っ

た。

１．常設展

a 展示構成
■第１展示室　鳥居龍蔵の見たアジア

鳥居龍蔵のアジア調査の成果について、地域別に概

観できるよう構成している。龍蔵が撮影した写真、龍

蔵が採集した民族・考古資料を幅広く紹介している。

１．台湾・中国西南部

２．中国東北部・内モンゴル

３．遼

４．朝鮮半島

５．千島列島・サハリン・シベリア

６．日本列島

■第２展示室　鳥居龍蔵の生涯

人類学を志した徳島での少年時代から、やがて東京

に移ってからの研究、家族とともに携わった調査など、

生涯にわたる足跡や多彩な交流の様子を紹介してい

る。

１．人類学への志

２．家族とともに

３．南アメリカ

■第３展示室　鳥居龍蔵から学ぶもの

検索機能を備えたパソコンを設置したり書籍を配架

したりして、鳥居龍蔵の学問的な成果が学べるととも

に、子どもも楽しめる体験学習キットを用意している。

１．情報コーナー（パソコンを使った鳥居龍蔵撮影

の写真の検索・閲覧や番組型コンテンツの提供）

２．体験展示（土器パズル、カメラ体験、民族衣装

の試着など）

３．図書コーナー（鳥居龍蔵の著作などの閲覧用提

供）

２．企画展

a 企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」
鳥居龍蔵記念博物館開館１周年記念事業の一つとし

て開催した。

鳥居龍蔵は、５回にわたる台湾調査を実施した。こ

の調査では、日本人として初めて、人類学調査にカメ

ラを導入し、変化の著しかった原住民族の暮らしぶり

を記録したことが特筆される。

こうした鳥居自身の調査についてはもちろん、森丑

之助や中島藤太郎ら協力者、伊能嘉矩や田代安定ら当

時台湾調査を行った人類学者の活動についても紹介し

た。鳥居ら人類学者が収集した民族資料を中心とする

豊富な実物資料、鳥居が撮影した写真を通じ、19世紀

末～20世紀初頭の調査の様子や台湾原住民族の生活に

ついて具体的に示した。さらに、近年、台湾で鳥居に

対する評価が高まってきていることも紹介した。

●主催　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館・徳島県立博物

館

●特別協力　国立民族学博物館・財団法人千里文化財

団

●会場　徳島県立博物館企画展示室

●会期　平成24年１月28日（土）～３月11日（日）

（開館日数38日）

●展示構成とおもな展示資料

①鳥居龍蔵の台湾調査

・鳥居龍蔵・森丑之助作成の台湾石器時代遺物分

布図（写真） 国立台湾博物館提供

・タタラ　東京大学総合研究博物館蔵

・フィールドノート、手書き地図、書き込みのあ

る地図　当館蔵

・パイワン族の建具　関西大学博物館蔵

Ⅰ 展覧事業
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展覧事業　3

・円山貝塚などの出土遺物　関西大学博物館・東

京大学総合研究博物館蔵

・安藤正楽宛て鳥居龍蔵の書簡　個人蔵（四国中

央市暁雨館保管）

②人類学調査の諸相

・台湾総督府・台湾旧慣調査会の刊行物　当館蔵

・伊能嘉矩・森丑之助関係写真　遠野市立博物

館・新宮市立佐藤春夫記念館提供

・伊能嘉矩・田代安定・森丑之助関係資料　当館

蔵

・土器・石器等　東京大学総合研究博物館蔵

③台湾原住民族の記録

・台湾原住民族関係民族資料　国立民族学博物館

・台湾原住民族の写真　東京大学総合研究博物館

提供、当館蔵

④鳥居龍蔵の台湾調査の現代的意義

・鳥居龍蔵宛て宋文薫氏書簡　当館蔵

・台湾で刊行された鳥居龍蔵関連図書　当館蔵

・鳥居龍蔵展会場写真　順益台湾原住民博物館提供

●観覧料

一般200円、高校・大学生100円、小・中学生50円

●観覧者数　2,599人

●関連行事

①ギャラリートーク

第１回：日時　１月28日（土）午前11時～正午

参加者　41人

第２回：日時　１月28日（土）

午後１時30分～２時30分

参加者　38人

講師（１・２回とも）

野林厚志氏（国立民族学博物館准教授・企画展

監修協力者）

②展示解説

第１回：日時　２月５日（日）

午後２時～２時30分

参加者　39人

第２回：日時　２月26日（日）

午後２時～２時30分

参加者　21人

「鳥居龍蔵の見た台湾」チラシ
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4 展覧事業

「鳥居龍蔵の見た台湾」展示配置図

ギャラリートーク

記念講演会

記念シンポジウム
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③記念講演会

日時　２月19日（日）午後１時30分～３時

会場　文化の森イベントホール

講師　宮岡真央子氏（福岡大学准教授）

演題　「学術探検家・森丑之助と鳥居龍蔵」

参加者　75人

④記念シンポジウム「鳥居龍蔵の足跡を考える―台

湾・中国・朝鮮半島―」

日時　３月４日（日）午後１時～５時

会場　文化の森イベントホール

講師・演題

山路勝彦氏（関西学院大学名誉教授）「鳥居龍

蔵と冒険的精神：明治の人類学者」

武田和哉氏（奈良市埋蔵文化財調査センター主

任）「鳥居龍蔵の内蒙古東部調査と遼代遺跡

研究―遼代史研究の現在―」

吉井秀夫氏（京都大学准教授）「鳥居龍蔵の朝

鮮半島調査―鳥居龍蔵記念博物館所蔵資料の

検討を中心に―」

参加者　75人

３．特別陳列

a 特別陳列「鳥居龍蔵の見た北東アジア」
鳥居龍蔵記念博物館開館１周年記念事業の一つとし

て開催した。

鳥居龍蔵は、東京大学を辞職した後、鳥居人類学研

究所を設立して、きみ子夫人ら家族とともに北東アジ

ア（中国東北部・内モンゴル）の調査を行った。

その調査で撮影された写真は、鳥居が評議員・研究

員を務めた東方文化学院東京研究所に残され、現在は

東京大学東洋文化研究所及び当館に保管されている。

この展示では、これらの写真群の一端を紹介した。

●主催　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館・徳島県立博物

館

●会場　文化の森多目的活動室

●会期　平成23年10月29日（土）～12月４日（日）

（開館日数32日）

●展示構成とおもな展示資料

次のテーマに分けて写真パネルを展示するととも

に、ガラス乾板・地図も展示した。

①調査隊の一行と内モンゴルの自然

②塔のある風景

③慶陵

④慶州城白塔

⑤都城

⑥公的施設

⑦信仰の世界

⑧ドルメン・巨石遺跡

⑨有史以前の遺跡

⑩村の景観と風俗・石造物

展覧事業　5

「鳥居龍蔵の見た北東アジア」展チラシ

講演会
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●観覧料　無料

●観覧者数　4,534人

●関連行事

①展示解説

第１回：日時　11月13日（日）

午後１時30分～２時

参加者　34人

第２回：日時　11月27日（日）

午後１時30分～２時

参加者　36人

②講演会

日時　11月23日（水・祝）午後１時30分～３時

会場　県立博物館３階講座室

講師　古松崇志氏（岡山大学准教授）

演題　「鳥居龍蔵の契丹遺跡調査―遊牧王朝の足

跡を追って―」

参加者　46人

４．その他の展示

a 文化の森阿波おどりフェスタ「鳥居龍蔵
が見た『祭り』『踊り』」
文化の森の連携事業に参画し、鳥居龍蔵が撮影した

写真のうち、「祭り」「踊り」に関するものをパネル展

示した。

●会場　県立博物館常設展ロビー及び通路

●会期　平成23年７月20日（水）～８月28日（日）

●観覧者数　4,038人

s 2012年度文化の森人権問題啓発展
文化の森６館と徳島県教育委員会（文化の森振興総

局・生涯学習政策課・人権教育課）との共催で、人権

問題啓発展（識字学級生の作品展）を行った。

●主催　文化の森６館・徳島県教育委員会

●期間　平成23年12月６日（火）～12月11日（日）

●入場者数　383人

５．展示関係出版物

a 常設展解説書
●展示解説

2011年11月１日発行、Ａ４判、32ページ、1,000部

●展示解説第２集「地図に見る鳥居龍蔵の足跡」

2012年３月31日発行、Ａ４判、20ページ、500部

s 企画展パンフレット
●企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」パンフレット

2012年１月28日発行、Ａ４判、16ページ、4,000部

6 展覧事業

展示解説
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調査研究事業　7

鳥居龍蔵記念博物館では、設置の趣旨にもとづき、

鳥居龍蔵とその周辺に関する調査研究を進めること

で、最新の情報を盛り込んだ展示や内容豊かな普及活

動による鳥居龍蔵の顕彰を図るための基盤整備を進め

ている。とくに、館蔵資料に即した調査研究に重点を

置いて取り組んでいく方針である。

現在、専任の学芸スタッフ２名を中心に、兼務職員

とともにこの業務に携わっている。

１．研究成果の公表

a 鳥居龍蔵記念博物館刊行物
平成23年度は、徳島県立鳥居龍蔵記念博物館研究報

告を創刊する予定で投稿規定等を定め、準備を進めた。

しかし、業務状況を踏まえて発刊を延期したため、該

当はない。

ただし、23年度に発行した常設展の解説書等には、

開館準備段階における調査研究の成果を盛り込んでお

り、多少なりとも成果の公表を進めることができた。

s 公表論文・報告・記事等一覧
〈一般著述〉

石尾和仁（2011．４）阿波圏：まもなく開館半年．徳島

新聞４月23日朝刊．

石尾和仁（2011．６）阿波圏：天守閣への憧憬．徳島新

聞６月18日朝刊．

石尾和仁（2011．６）コレクション：徳島県立鳥居龍蔵

記念博物館．博物館研究，46（6）：32．

石尾和仁（2011．８）阿波圏：夏の風物詩．徳島新聞８

月13日朝刊．

石尾和仁（2011．９）阿波圏：鳥居きみ子とモンゴル音

楽．徳島新聞９月10日朝刊．

石尾和仁（2011．10）阿波圏：義経伝説の魅力．徳島新

聞10月８日朝刊．

石尾和仁（2011．11）鳥居龍蔵と台湾．徳島玉翠会会報，

（7）：12-15．

石尾和仁（2012．１）阿波圏：鳥居龍蔵の見た台湾．徳

島新聞１月27日朝刊．

Ⅱ 調査研究事業
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8 資料収集保存事業

鳥居龍蔵記念博物館では、鳴門市にあった旧館（鳥

居記念博物館）から引き継いだ資料の詳細な調査・整

理やデータ登録、保存を資料収集保存事業の中心とし

ている。平成23年度は、臨時補助員１名及び文化推進

員３名の援助を得て作業を進めた。

また、鳥居龍蔵に関連する資料の新規購入にも努め

た。24度以降も引き続き、新規収集を心がけていきた

い。

１．館蔵資料数

考古資料・民族資料・書籍類・写真・拓本・自筆原

稿・書簡等の総数は約63,000点である。調査・整理を

継続しており、実数は未だつかめていないが、未開封

だった資料の精査が進んできたため、総数としては増

加傾向にあると思われる。

また、23年度は、24年度分も含む企画展等の展開計

画を意識して、「台湾写真帖」等の台湾関係資料、「北

海道写真帖」や「蝦夷葉那志」などのアイヌ関係資料

をはじめとして、鳥居龍蔵の自筆原稿や歴史的資料、

参考図書を計79点購入した。

２．資料・写真・映像等の提供

①鳥居龍蔵の肖像写真　　　　　　　 １点

徳島新聞社（新聞記事掲載）

②城山貝塚前の鳥居龍蔵写真　　　　 １点

徳島新聞社（新聞記事掲載）

③慶陵復元模型の写真　　　　　　　 １点

九州国立博物館（出版物掲載）

④鳥居龍蔵の肖像写真　　　　　　　 １点

千葉県八街市郷土資料館（出版物掲載）

⑤鳥居龍蔵の肖像写真　　　　　　　 １点

雄山閣（出版物掲載）

⑥タイヤル族機織りの写真　　　　　 １点

徳島新聞社（新聞記事掲載）

⑦金海貝塚実測図写真・金海貝塚写真 ２点

徳島新聞社（新聞記事掲載）

３．資料閲覧

①金海貝塚実測図・半月城発掘調査実測図

京都大学考古学研究室（吉井秀夫氏）

②朝鮮高麗青磁 大阪市立東洋陶磁美術館（鄭銀珍氏）

③西都原古墳群調査スケッチ

宮崎県立西都原考古博物館（福田泰典氏）

Ⅲ 資料収集保存事業
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普及教育事業　9

鳥居龍蔵記念博物館における普及教育事業は、鳥居

龍蔵の顕彰を推進するための県民に対する情報発信の

意味をもち、重要である。また、調査研究や資料収集

保存の成果を示すという意味でも、展示とともに意義

深い事業といえる。

１．普及行事

平成23年度は、県立博物館や文化の森のイベントに

参加して体験コーナーを開設したほか、企画展関連行

事、野外見学を行った。

①「博物館こどもの日フェスティバル」（すごろく

広場） ５月５日（木・祝）

②「文化の森　大秋祭り！」（日光写真を写そう）

11月３日（木・祝）

③特別陳列「鳥居龍蔵の見た北東アジア」展示解説

11月13日（日） 34人

④特別陳列「鳥居龍蔵の見た北東アジア」記念講演

会　　　　　　　　　11月23日（水・祝） 46人

⑤特別陳列「鳥居龍蔵の見た北東アジア」展示解説

11月27日（日） 36人

⑥企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」ギャラリートーク

１月28日（土）第１回41人、第２回38人

⑦企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」展示解説

２月５日（日） 39人

⑧企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」記念講演会

２月19日（日） 75人

⑨企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」展示解説

２月26日（日） 21人

⑩企画展「鳥居龍蔵の見た台湾」記念シンポジウム

「鳥居龍蔵の足跡を考える―台湾・中国・朝鮮半

島―」 ３月４日（日） 75人

⑪「鳥居龍蔵ゆかりの地を歩こう」

３月24日（土） ７人

２．講師の派遣

外部機関・団体等からの講師派遣依頼について、業

務に支障のない範囲で、普及教育事業の一環として対

応している。

６月29日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校美馬校で

講演「鳥居龍蔵とその時代」（脇町庁舎）

７月４日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校上板校で

講演「鳥居龍蔵とその時代」（上板町老人福祉セン

ター）

７月11日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校牟岐校で

講演「鳥居龍蔵とその時代」（牟岐町海の総合文化

センター）

７月12日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校東みよし

校で講演「鳥居龍蔵とその時代」（東みよし町東部

総合福祉センター）

８月９日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校小松島校

で講演「鳥居龍蔵とその時代」（小松島市総合福祉

センター）

８月25日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校鳴門校で

講演「鳥居龍蔵とその時代」（鳴門地域地場産業振

興センター）

９月16日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校徳島校で

講演「鳥居龍蔵とその時代」（県立総合福祉センタ

ー）

９月28日　石尾和仁　徳島県シルバー大学校阿南校で

講演「鳥居龍蔵とその時代」（阿南ひまわり会館）

10月27日　下田順一　徳島県シルバー大学校吉野川校

で講演「鳥居龍蔵の見た北東アジア」（吉野川文化

研修センター）

Ⅳ 普及教育事業

鳥居龍蔵ゆかりの地を歩こう
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３．テレビ・ラジオへの出演等

10月28日　石尾和仁　NHKテレビ「四国イチバン」

（鳥居龍蔵及び鳥居龍蔵記念博物館の紹介）

１月28日　高島芳弘　NHKテレビニュース（企画展

「鳥居龍蔵の見た台湾」に関するインタビュー）

放送日不明（取材11月８日）大韓民国KBSテレビ

「歴史スペシャル」（鳥居龍蔵及び鳥居龍蔵記念博物

館の紹介）

４．インターネットによる情報発信

鳥居龍蔵記念博物館のホームページを開設し、事業

の紹介や学習教材提供などを行っている。内容は次の

とおりである。

・展示・行事等の案内

・アクセス案内・学校教育での利用（遠足）の案内

・常設展示の紹介

・鳥居龍蔵の生涯（年表）

・よみもの「阿波の偉人再発見！鳥居龍蔵」

（県政だよりOURとくしま連載の再掲）

・鳴門市にあった旧館（徳島県立鳥居記念博物館）

の紹介

５．普及教育関係出版物

a 学習テキスト「みんなで学ぼう！鳥居龍蔵」
鳥居龍蔵の生涯や業績について簡便に学べるよう、

小学校高学年から中学生を主対象としたテキストを発

行した。県内全小・中学生をはじめ、関係機関等に配

布した。

2011年11月1日発行、Ａ５判、28ページ、69,000部

10 普及教育事業

みんなで学ぼう！鳥居龍蔵
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管理運営　11

Ⅴ 管理運営

１．組織・職員

a 組織図（平成24年４月１日現在）
館長［1］─副館長［1］─学芸課４［2］

（学芸員２［2］、

臨時補助員１、

文化推進員２）

［ ］は兼務者数

s 職員名簿（平成24年４月１日現在）
館長　　　　高島　芳弘（県立博物館長本務）

副館長　　　板東　敏之（県立博物館副館長本務）

学芸課長　　長谷川賢二（県立博物館人文課長本務）

専門学芸員　石尾　和仁

主任　　　　下田　順一

主任学芸員　松永　友和（県立博物館主任学芸員本務）

臨時補助員　工藤　仁嗣

文化推進員　一宮　佳代

文化推進員　土居貴代子

d 人事異動
兼務解除・退職：魚島　純一・専門学芸員（平成24年

３月31日付）

f 平成23年度臨時・非常勤職員
●臨時補助員

峯　　義典（平成23．４．１～24．３．31）

●文化推進員（非常勤特別職）

一宮　佳代（平成22．４．１～）

松本稚代子（平成23．８．21～24．３．31）

土居貴代子（平成24．１．４～）

２．鳥居龍蔵記念博物館協議会

鳥居龍蔵記念博物館協議会は、運営に関し館長の諮

問に応じるとともに、館長に対して意見を述べる機関

で、博物館法及び徳島県文化の森総合公園文化施設条

例の規定にもとづき設置されている。委員は、県立博

物館協議会委員による兼務である。

平成23年度は、県立博物館協議会を兼ねて１回開催

した。

●23年度鳥居龍蔵記念博物館協議会

日時：平成23年９月２日（金）

午後１時30分～４時10分

会場：県立博物館講座室

議事

a平成22年度事業の実施状況について

s平成23年度事業計画について

dその他

平成23年度鳥居龍蔵記念博物館協議会委員

３．視察等来訪者

５月15日　関西学院大学　島村恭則氏

６月15日　石川県立金沢城調査研究所　北垣聰一郎氏

７月18日　滋賀県立大学　田中俊明氏・定森秀夫氏・

中井均氏

７月22日　中国湖南省訪日教育旅行モニターツアー一

行　50名

９月６日　京都大学　吉井秀夫氏

10月11日　大韓民国慶尚大学校社会科学大学　金仲燮

氏

10月20日　大阪市立東洋陶磁美術館　鄭銀珍氏

◎は会長、○は副会長

区分 氏名 役職等

下川　純代
県小学校教育研究会理科部会理事

（落合小学校長）

学校教育 三木　宏亮
県中学校社会科教育研究会会長

（井川中学校長）

山下　知之
県高等学校教育研究会地歴学会

副会長（新野高等学校教頭）

松下　師一
松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠

社会教育 璃芝居資料館館長補佐兼主任学芸員

○町田　　哲 鳴門教育大学大学院准教授

◎玉有　　繁 徳島文理大学教授

学識経験 野水　祥子
県国際交流協会国際協力コーディ

ネーター

佐藤　陽香 徳島新聞社編集局文化部記者

家庭教育
松島真由美 八万中学校PTA本部役員

嶋田由紀子 徳島県立博物館イベントボランティア
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１月29日　文化庁文化財部美術学芸課　栗原祐司氏ほ

か　２名

２月14・15日　宮崎県立西都原考古博物館　福田泰典

氏

２月17日　中華人民共和国内蒙古大学民族学与社会学

学院　テクスバヤル氏ほか　５名

２月17日　奈良市埋蔵文化財調査センター　武田和哉

氏

２月22日　国学院大学文学部　青木豊氏ほか（博物館

見学実習一行）

３月４日　青山学院大学　田村晃一氏・清水信行氏

３月６日　国立民族学博物館　斉藤玲子氏

３月15日　八尾市立歴史民俗資料館　小谷利明氏・樋

口めぐみ氏

12 管理運営
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観覧者統計　13

Ⅵ 観覧者統計

●平成23年度　常設展観覧者数

 

   

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

  

●常設展観覧者数累計

 

   

 

 

●平成23年度　企画展観覧者数

  

●特別陳列観覧者数累計 ●人権啓発展観覧者数累計

●その他（啓発展を除く共催事業）観覧者数累計

展示会名 開催期間 開催日数 観覧者総数

鳥居龍蔵の見た北東アジア 平23. 10. 29～12. 4 32 4,534

合　　計 32 4,534

展示会名 開催期間 開催日数 観覧者総数

2010年度人権問題啓発展 平22. 11. 30～12. 5 6 670

2011年度人権問題啓発展 平23. 12. 6～12. 11 6 383

合　　計 12 1,053

展示会名 開催期間 開催日数 観覧者総数

鳥居龍蔵が見た「祭り」「踊り」 平23. 7.20～23. 8. 28 36 4,038

合　　計 36 4,038
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14 観覧者統計

●利用者総数年度別一覧

●（参考）鳥居記念博物館（旧館）の観覧者数（平成15～21年度）

常　　設　　展 常設展 企画展 特別陳列 普及行事
年度 有　料 無　料 観覧者 その他 利用者総数

観覧者 観覧者 合　計 観覧者 観 覧 者 参 加 者

22年度 1,853 6,206 8,059 0 0 236 670 8,965

23年度 1,740 15,184 16,924 2,599 4,534 412 4,421 28,890

累　計 3,593 21,390 24,983 2,599 4,534 648 5,091 37,855

年度

15年度 25 14 3,003 0 0 69 410 3,521 648 349 40 26 721 1,784 5,305

16年度 12 144 2,600 0 29 185 72 488 3,530 114 292 0 419 71 53 19 1,305 2,273 5,803

17年度 6 129 2,642 1 196 366 0 479 3,819 131 0 0 513 78 44 19 1,161 1,946 5,765

18年度 7 124 2,242 0 0 187 0 399 2,959 0 11 0 457 67 40 27 1,383 1,985 4,944

19年度 7 132 2,089 0 1 331 0 466 3,026 158 238 0 364 76 40 27 1,220 2,123 5,149

20年度 6 120 2,176 0 1 189 0 460 2,952 104 17 77 364 85 39 18 1,212 1,916 4,868

21年度 18 68 1,970 44 2 247 0 489 2,838 0 0 101 1,040 276 36 17 3,938 5,408 8,246

個　　人 団　　体

小・中 高・大 一般 小・中 高・大 一般 一般

70円 120円 240円 50円 70円 120円 190円 120円 小学校 中学校 高校 小学校 中学校 高校 障害者 その他

高
齢
者

学校教育（免除） 個　　　　人有　料
観覧者
計

無　料
観覧者
計

観覧者
総　数

有　　料　　観　　覧　　者 無　　料　　観　　覧　　者

・特別陳列は自主事業のみの観覧者数。その他は, 人権啓発展と共催事業を合わせた観覧者数。
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施設の概要　15

１．沿革

昭和40年３月　鳴門市撫養町の妙見山に旧館（徳島県

立鳥居記念博物館）開館

平成18年７月　鳥居龍蔵博士の顕彰等に関する検討委

員会設置

19年12月　鳥居龍蔵博士の顕彰等に関する検討委

員会が「鳥居龍蔵博士の顕彰等に関す

る検討委員会報告書」を知事に提出

20年３月　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館展示検討

委員会設置

７月　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館展示検討

委員会が「徳島県立鳥居龍蔵記念博物

館（仮称）展示計画書」をとりまとめ

21年３月　展示実施設計完了

７月　展示工事着手

22年３月　旧館閉館

９月　展示工事竣工

11月　開館

２．施設の概要

●所在地　　　徳島市八万町向寺山

●敷地面積　　40.6ha（文化の森総合公園全体）

●延床面積　　485㎡（展示室、収蔵庫、器材庫等

鳥居龍蔵記念博物館占用スペース）

●構造規模　　鉄筋コンクリート造　地上４階・塔

屋１階・地下１階

●改築工事　　岡島建築事務所（設計）・小野建設

（施工）

●展示工事　　（株）丹青社（設計・施工）

Ⅶ 施設の概要
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16 例規

●徳島県文化の森総合公園文化施設条例［抜粋］

制　　定　平成２年３月26日　徳島県条例第11号

最近改正　平成24年３月26日　徳島県条例第31号

（設置）

第１条　個性豊かな県民文化を振興し、魅力のある地域づくりに寄与するため、県民の文化活動の拠点として、徳

島県文化の森総合公園文化施設（以下「文化施設」という。）を徳島市八万町に設置する。

（名称及び業務）

第２条　文化施設の名称及び業務は、次のとおりとする。

（徳島県立図書館、徳島県立博物館、徳島県立近代美術館、徳島県立文書館、徳島県立二十一世紀館の業務は省略）

（利用の許可）

第３条　（省略）

（観覧料等）

第４条　博物館が展示する博物館資料、美術館が展示する美術館資料又は鳥居記念館が展示する鳥居記念館資料を

観覧する者に対しては、別表第１に掲げる額の観覧料を徴収する。

２　（省略）

３　知事は、特別の理由があると認めるときは、観覧料又は使用料の全部又は一部を免除することができる。

４　観覧料及び使用料の徴収の時期及び方法その他観覧料及び使用料に関し必要な事項は、規則で定める。

（損害の賠償）

第５条　文化施設を利用する者は、文化施設の施設、資料等をき損し、又は亡失したときは、これによって生じた

損害を賠償しなければならない。ただし、知事は、当該き損又は亡失がやむを得ない理由によるものであると認

めるときは、その賠償責任の全部又は一部を免除することができる。

（職員）

第６条　図書館法（昭和25年法律第118号）及び博物館法（昭和26年法律第285号）に定めるもののほか、文化施設

に、館長その他必要な職員を置く。

（協議会）

第７条　教育委員会の附属機関として、次の表の上欄に掲げる協議会を置き、これらの協議会の所掌事務は、それ

ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。

Ⅷ 例　規

名　　　称 業　　　　　務

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館

（以下「鳥居記念館」という。）

１　鳥居龍蔵に関する資料（以下「鳥居記念館資料」という。）を収集し、

保管し、及び展示すること。

２　鳥居記念館に関する調査研究を行うこと。

３　鳥居記念館資料に関する講座等の教育普及事業を行うこと。

４　その他鳥居記念館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施す

ること。
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例規　17

２　協議会は、委員10人以内で組織する。

３　徳島県立図書館協議会、徳島県立博物館協議会、徳島県立近代美術館協議会及び徳島県立鳥居龍蔵記念博物館

協議会の委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある

者のうちから任命するものとする。

４　（省略）

５　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

６　委員は、再任されることができる。

７　前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

（教育委員会規則への委任）

第８条　この条例に定めるもののほか、文化施設の管理に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

別表第１（第４条関係）

●徳島県立鳥居龍蔵記念博物館管理規則

制　　定　　平成22年３月31日　徳島県教育委員会規則第４号

（趣旨）

第１条　この規則は、徳島県立鳥居龍蔵記念博物館（以下「鳥居記念館」という。）の管理に関し必要な事項を

定めるものとする。

（休館日）

第２条　鳥居記念館の休館日は、次に掲げるとおりとする。

a月曜日　ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日」

という。）に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日

s12月28日から翌年の１月４日までの日

２　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館長（以下「館長」という。）は、特に必要があると認めたときは、前項の規定か

かわらず、臨時に休館し、又は同項に規定する休館日に開館することができる。

（供用時間）

第３条　鳥居記念館の供用時間は、午前９時30分から午後５時までとする。

知事がその都度

定める額

区　　　　　　分 単　位

金　　　　　額

常　　設　　展 企　　画　　展

団体（20人

個　人 以上をいう。 個　人 団　体

以下同じ）

小学校の児童及び中学校の生徒 １人１回 50円 40円

高等学校の生徒並びに高等専門学校及び
１人１回 100円 80円

大学の学生並びにこれらに準ずる者

その他の者（学齢に達しない者を除く。） １人１回 200円 160円

（他館の各協議会の所掌事務は省略）

協 議 会 の 名 称 所　掌　事　務

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館協議会
鳥居記念館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見

を述べること。
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18 例規

２　館長は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、同項に規定する供用時間を変更すること

ができる。

（遵守事項）

第４条　鳥居記念館を利用する者は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第11号）及びこ

の規則並びに館長が別に定める利用者心得その他の規律を守らなければならない。

（入館の禁止等）

第５条　館長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を禁止し、又は退館を命ずることができる。

a泥酔者及び伝染性の疾病にかかっていると認められる者

s前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者

（資料の特別利用）

第６条　学術その他の目的のために鳥居記念館資料の撮影、模写等をしようとする者は、あらかじめ、館長の承認

を受けなければならない。

（補則）

第７条　この規則に定めるもののほか、鳥居記念館の管理に関し、必要な事項は、館長が定める。

●徳島県立鳥居龍蔵記念博物館協議会規則

制　　定　　平成22年３月31日　徳島県教育委員会規則第５号

最近改正　　平成24年３月31日　徳島県教育委員会規則第６号

（趣旨）

第１条　この規則は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第11号）第７条第７項の規定に

基づき、徳島県立鳥居龍蔵記念博物館協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定

めるものとする。

（会長及び副会長）

第２条　協議会に、会長及び副会長１人を置く。

２　会長及び副会長は、委員の互選によって定める。

３　会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第３条　協議会の会議は、会長が招集する。

２　協議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。

３　協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。

（雑則）

第４条　この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。

●徳島県教育委員会行政組織規則［抜粋］

制　　定　　昭和45年３月31日　徳島県教育委員会規則第４号

最近改正　　平成24年３月30日　徳島県教育委員会規則第９号

第１章　総則（省略）

第２章　事務局（省略）

第３章　教育機関［鳥居龍蔵記念博物館に該当する条項のみ抜粋］

（名称及び位置）

第27条　文化施設条例により設置された徳島県立鳥居龍蔵記念博物館（以下「鳥居記念館」という。）の名称及び

位置は、次の表に掲げるとおりとする。

03_本文  2012.8.21 9:51 AM  ページ 18



例規　19

（内部組織）

第28条　鳥居記念館に学芸課を置く。

（業務）

第29条　鳥居記念館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。

１　鳥居龍蔵に関する資料（以下「鳥居記念館資料」という。）を収集し、保管し、及び展示すること。

２　鳥居記念館資料に関する調査研究を行うこと。

３　鳥居記念館資料に関する講座等の教育普及事業を行うこと。

４　その他鳥居記念館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。

（所長等の職務）

第32条　総合教育センター及び埋文総合センターの所長、文書館及び二十一世紀館の館長は、上司の命を受け当該

教育機関の事務をつかさどり、所属職員を指揮監督する。

（副所長等）

第33条　上司の命令を受け、教育機関の長を補佐させるため、次の表の上欄に掲げる職を同表の相当下欄に掲げる

教育機関に置く。

（主幹等）

第34条　前条に規定する職のほか、教育機関に、次の表の上欄に掲げる職のうち必要な職を置き、その職務は、そ

れぞれ同表の相当下欄に掲げるとおりとする。

（附属機関）

第37条　附属機関の名称、庶務を担当する課等又は教育機関は、次の表に掲げるとおりとする。

（司書、技師その他鳥居記念館に置いていない職は省略）

名　　称 位　　　置

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館 徳島市八万町向寺山

職 教　育　機　関

副　館　長 図書館、博物館、美術館、文書館、二十一世紀館、鳥居記念館

職 職　　　　　務

課　　　長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

上席学芸員
上司の命を受け、博物館、美術館又は鳥居記念館の重要施策又は重要事業の推進

に関する専門的事務に従事する。

専門学芸員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする博物館、美術館又は鳥居記念

館の専門的事務に従事する。

学 芸 係 長
上司の命を受け、博物館、美術館又は鳥居記念館の専門的事務に関し命ぜられた

事項を処理する。

主　　　任

主任学芸員
上司の命を受け、相当の経験を必要とする博物館、美術館又は鳥居記念館の専門

的事務に従事する。

学　芸　員 上司の命を受け、博物館、美術館又は鳥居記念館のの専門的事務に従事する。

上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする事務又は技術もしくは専門的

事務に従事する。

名　　称 庶務を担当する課等又は教育機関

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館協議会 鳥居記念館

（事務局の各審議会、他館の協議会等は省略）
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